
 

 

 

 

「洛北 SSHだより」では、本校 SSH事業の取組や様々な情報を発信しています 

文部科学省が指定する「スーパーサイエンスハイスクール（SSH）」事業は、先進的な科学技術、理科・数学教育を

通じて、生徒の科学的能力や科学的思考力等を培うことで、将来社会を牽引する科学技術人材を育成するための

取組です。本校は平成１６年度から２２年連続して指定を受けています。対象は、附属中学校および高等学校（サイエ

ンス科，文理コース，スポーツ総合専攻）です。 

１ スーパーサイエンスハイスクール 先導的改革Ⅱ期（３年間）の指定決定！！ 

本校は今年度より３年間、SSH 先導的改革Ⅱ期の指定を受けることになりました。全国の全日制高校はおよそ

４６００校、このうち現在 SSH の指定を受けている高校は２３０校、最長の先導的改革Ⅱ期指定校はわずか４校で

す。本指定の研究開発課題名は「中高一貫教育における「洛北 AAR モデル」を活用した科学技術人材育成システ

ムの開発と一般化」です。本校がこれまで継続して続けてきた、「洛北 Step Up Matrix」に基づいたカリキュラム

マネジメントや特徴的な理数教育、課外活動を継続しながら、「見通し（Anticipation）－行動（Action）－振り

返り（Reflection）」の「AARサイクル」を行っていける教育システムとして「洛北AARモデル」の構築を目指して

います。生徒の皆さんの能力やスキルをさらに伸ばしていけるシステム構築を目指して研究開発を推進していき

ます。 

★科学技術振興機構 次世代人材育成事業 SSH   https://www.jst.go.jp/cpse/ssh/index.html 

★京都府立洛北高等学校 SSH   http://www.kyoto-be.ne.jp/rakuhoku-hs/mt/ssh/ 

 

２ SSH・国際化ガイダンス 

４月９日（水）に文理コース１年生、１０日（木）にサイエンス科１年生を対象に

SSH・国際化事業についてのガイダンスを実施しました。SSH の授業内での

取組やサイエンスチャレンジ等の課外活動について、国際化事業の目玉企画洛

北GLPや海外留学等についてもしっかり理解してもらえたと思います。また、

ガイダンスの後には「洛北 SSH 自己評価シート」で能力自己診断を行い、生徒

自身が「洛北 Step Up Matrix」のレーダーチャート等を作成し、現在の到達

度と今後の目標を確認しました。いよいよ今年度のSSH事業がスタートです。 

  

３ EXPO２０２５大阪・関西万博「EXPO KYOTO MEETING」に本校生徒が参加！ 

４月２３日（水）に大阪・関西万博で開催された「EXPO KYOTO MEETING～和のこころと地球の未来～」に

本校生徒１４名が参加しました。このイベントは京都を代表する高校生ユースによるふろしきやリメイク着物のステ

ージパフォーマンスや国内外の著名人を集めて「いのち輝く未来社会」について語るトークセッションなどを行う企

画で、本校の生徒達は、本番までの短

い期間の中で他校やメンター達と準

備を行い、京都の魅力を発信するアン

バサダーや、トークセッションへの登

壇、ファッションショーのモデルをはじ

め、会場の案内などの見えない裏方

の仕事まで様々な場面で立派に活躍

してくれました！ 

 

 

 

４ 高校生対象「サイエンスチャレンジ」が始まります！  

今年もサイエンスチャレンジがやってきました！サイエンスチャレンジは、授業を離れて、様々な「科学」に挑戦す

る講座です。「好奇心」がある人ならば、誰でも参加できます。多くはサタデープロジェクト（サタプロ）枠内での開催

ですが、放課後や夏休みに行われる場合もあります。この３月に卒業した先輩も「自分の進路ややりたいことを明確

にするのにとても役立った」とアンケートで答えてくれたおすすめの SSH企画です。 

年度末には「洛北アクティブラーナーアワード」として、サイエンスチャレンジ・サタデープロジェクト等の課外活動

に最も多く参加した生徒が表彰されます。せっかく洛北生になったなら、サイエンスチャレンジに参加してSSHを実

感してください。過去最大の４０企画を用意してお待ちしています！ 
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